
平成２４年度評価問題「ゆうチャレンジ」（熊本県学力調査） 中学校２年 国語 出題のねらい等 №１

連 大 中 小 観 点
主に「知識」 主に「活用」

領域及び学年 学習指導要領の内容等 出 題 の ね ら い 国語への関心･ 話す･聞く 書く能力 読む能力 言語についての に関する問題 に関する問題
番 問 問 問 意欲･態度 能力 知識･理解･技能

① １ (1) 話すこと・聞くこと エ 話し手の意図をとらえなが 話し合いの場が「熊本県高校生県議会」であることを適切に聞 ○ ○
小５・６年 ら聞くこと き取ること。

② (2) 話すこと・聞くこと エ 話し手の意図をとらえなが 議会での質問が「九州新幹線の全線開業」に関わる内容である ○ ○
小５・６年 ら聞くこと ことを聞き取ること。

③ (3) 話すこと・聞くこと エ 話し手の意図をとらえなが 質問に対する答えとして「すでに観光列車を多く運行させてい ○ ○
小５・６年 ら聞くこと る」ことを聞き取ること。

④ (4) 話すこと・聞くこと エ 話の論理的な構成や展開に 順序を示す語句、具体的な事実や状況、自分の考えなどの構成 ○ ○
２年 注意して聞くこと の工夫を聞き取ること。

⑤ (5) 話すこと・聞くこと イ 話の中心に注意し、論理的 立場や目的に応じて、具体的な根拠を示しながら、意見を明確 ○ ○
２年 な構成を考えて話すこと にして話すこと。

⑥ 話すこと・聞くこと （関心・意欲・態度） 質問の意図を踏まえて、分かりやすく話そうとすること。 ○ ○

⑦ ２ (1) ① 伝統的な言語文化と国語 「みちび（く）」と読むこと 小学校５年配当の「導（く）」を「みちび（く）」と正しく訓読 ○ ○
の特質 小５年 みすること。

⑧ ② 伝統的な言語文化と国語 「あやつ（る）」と読むこと 小学校６年配当の「操（る）」を「あやつ（る）」と正しく訓読 ○ ○
の特質 小６年 みすること。

⑨ ③ 伝統的な言語文化と国語 「まぎ（らす）」と読むこと 中学校１年で学習する常用漢字「紛（らす）」を「まぎ（らす）」 ○ ○
の特質 １年 と正しく訓読みすること。

⑩ ④ 伝統的な言語文化と国語 「せんぱく」と読むこと 小学校２年配当の「船」と中学校２年で学習する常用漢字「舶」 ○ ○
の特質 小２年・２年 を組み合わせた熟語「船舶」を正しく音読みすること。

⑪ ⑤ 伝統的な言語文化と国語 「のうり」と読むこと 小学校６年配当の「脳」と「裏」を組み合わせた熟語「脳裏」 ○ ○
の特質 小６年 を正しく読むこと。

⑫ ⑥ 伝統的な言語文化と国語 「炊（く）」と書くこと 中学校１年で学習する常用漢字「炊（く）」を正しく書くこと。 ○ ○
の特質 １年

⑬ ⑦ 伝統的な言語文化と国語 「祈（る）」と書くこと 中学校１・２年で学習する常用漢字「祈（る）」を正しく書く ○ ○
の特質 １年・２年 こと。

⑭ ⑧ 伝統的な言語文化と国語 「尽（くす）」と書くこと 中学校２年で学習する常用漢字「尽（くす）」を正しく書くこ ○ ○
の特質 ２年 と。

⑮ ⑨ 伝統的な言語文化と国語 「抱負」と書くこと 中学校１年で学習する常用漢字「抱」と小学校３年配当の「負」 ○ ○
の特質 小３年・１年 を組み合わせた熟語「抱負」を正しく書くこと。

⑯ ⑩ 伝統的な言語文化と国語 「微妙」と書くこと 中学校１年で学習する常用漢字「微」と「妙」を組み合わせた ○ ○
の特質 １年 熟語「微妙」を正しく書くこと。

⑰ (2) ① 伝統的な言語文化と国語 (2)ア 漢字の行書と仮名の調 行書の漢字と仮名の大きさ、配列に配慮すること。 ○ ○
の特質 ２年 和を理解すること

⑱ ② 伝統的な言語文化と国語 (1)イ(ｱ) 敬語の働きについて 人間関係の形成や維持における敬語のもつ働きを理解するこ ○ ○
の特質 ２年 理解すること と。

⑲ ③ 伝統的な言語文化と国語 (1)イ(ｲ) 語感を磨き語彙を豊 多義語について、文脈に沿って、その語句の意味を吟味するこ ○ ○
の特質 ２年 かにすること と。

⑳ ④ 伝統的な言語文化と国語 (1)イ(ｳ) 文の成分の順序につ 主語と述語の照応を適切に理解すること。 ○ ○
の特質 ２年 いて考えること



平成２４年度評価問題「ゆうチャレンジ」（熊本県学力調査） 中学校２年 国語 出題のねらい等 №２

連 大 中 小 観 点
主に「知識」 主に「活用」

領域及び学年 学習指導要領の内容等 出 題 の ね ら い 国語への関心･ 話す･聞く 書く能力 読む能力 言語についての に関する問題 に関する問題
番 問 問 問 意欲･態度 能力 知識･理解･技能

㉑ ３ (1) Ａ 読むこと イ 文章全体と部分の関係を考 文章の細部の表現に着目して文章を解釈すること。 ○ ○
２年 えること

㉒ Ｂ 読むこと ウ 表現の仕方について自分の 表現の仕方について、根拠を明確にして、自分の考えをまとめ ○ ○
２年 考えをまとめること ること。

㉓ (2) 読むこと イ 描写の効果を内容の理解に 情景の描写が詩全体の雰囲気を作り上げる効果について考える ○ ○
２年 役立てること こと。

㉔ (3) 読むこと ウ 詩の構成について自分の考 構成について根拠を明確にすること。 ○ ○
２年 えをまとめること

㉕ (4) 読むこと ウ 表現の仕方について自分の 表現の仕方について、根拠を明確にして、自分の考えをまとめ ○ ○
２年 考えをまとめること ること。

㉖ 読むこと ２年 （関心・意欲・態度） 読み取ったことを朗読と関連させてまとめようとすること。 ○ ○

㉗ ４ (1) 読むこと イ 文章の中心的な部分と付加 文章の内容を正確にとらえ、適切にまとめること。 ○ ○
１年 的な部分等を読み分け、目的

や必要に応じて要約したりす
ること

㉘ (2) 読むこと ア 抽象的な概念を表す語句に 文章中の「個性」や「違った性質」の意味を理解すること。 ○ ○
２年 注意して読むこと

㉙ (3) 読むこと ア 抽象的な概念を表す語句に 文章中の「つくられた当時のままの姿」がどんな姿かをとらえ ○ ○
２年 注意して読むこと ること。

㉚ (4) 読むこと イ 文章全体と部分の関係、例 文章の展開に即して文章の内容を読み取り、読み取ったことに ○ ○
２年 示や描写の効果、登場人物の 対して自分の考えをもつこと。

言動の意味などを考え、内容
の理解に役立てること

㉛ (5) 書くこと ア 多様な方法で選んだ本や文 資料から「木材の自給率の推移」の状況を適切にまとめて書く ○ ○
２年 章などから必要な情報を得て こと。

自分の考えをまとめること

㉜ (6) 書くこと ウ 事実や意見が相手に効果的 資料から分かることを自分の生活や経験と関連させながら書く ○ ○
２年 に伝わるように説明や具体例 こと。

を加え書くこと

㉝ (7) 書くこと ウ 事実や意見が相手に効果的 相手を説得するために、意見の根拠となる事実や事柄を取り上 ○ ○
２年 に伝わるように説明や具体例 げて書くこと。

を加え書くこと

㉞ 書くこと （関心・意欲・態度） 根拠を持って説得できる文章を書こうとすること。 ○ ○
２年

㉟ 伝統的な言語文化と国語 (1)イ(ｳ) 文の中の文の成分の 文の成分の照応等に注意して正しく記述し、誤字・脱字に気を ○ ○
の特質 ２年 順序や照応、文の構成などに 付けて書くこと。

ついて考えること
(1)ウ(ｲ) 学年別漢字配当表に
示されている漢字を書き、文
や文章の中で使うこと


